
時
間
表
現
に
関
す
る
語
彙
の
論
文
目
録

吉

海

直

人

二
三

27
︿
日
付
変
更
時
点
﹀

25
︿
夜
・
夜
深
し
・
夜
更
け
﹀

23
︿
夜
半
﹀

21
︿
夕
方
・
夕
暮
・
夕
べ
・
夕
ま
ぐ
れ
・
日
暮
﹀

19
︿
昼
・
夜
昼
﹀

17
︿
つ
と
め
て
﹀

15
︿
た
そ
が
れ
・
か
は
た
れ
﹀

13
︿
こ
よ
ひ
・
今
夜
・
今
宵
・
夜
前
﹀

11
︿
暮
る
・
暮
ら
す
﹀

9
︿
い
さ
よ
ふ
・
い
さ
よ
ひ
・
十
六
夜
﹀

7
︿
有
明
﹀

5
︿
朝
・
朝
ま
だ
き
・
明
日
﹀

3
︿
あ
け
ぐ
れ
﹀

1
︿
暁
・
明
け
が
た
﹀

目

次

28
︿
暦
日
﹀

26
︿
三
更
・
五
更
﹀

24
︿
よ
も
す
が
ら
・
夜
を
こ
め
て
﹀

22
︿
夕
月
夜
﹀

20
︿
ほ
の
ぼ
の
・
ほ
の
ぼ
の
と
﹀

18
︿
中
の
十
日
・
十
日
﹀

16
︿
つ
い
た
ち
・
つ
ご
も
り
﹀

14
︿
し
の
の
め
﹀

12
︿
鶏
鳴
・
鶏
の
声
﹀

10
︿
鐘
﹀

8
︿
い
り
あ
ひ
・
入
相
﹀

6
︿
あ
さ
け
﹀

4
︿
あ
け
ぼ
の
・
朝
ぼ
ら
け
﹀

2
︿
明
く
・
明
か
す
・
明
け
は
つ
・
夜
の
明
く
﹀



1

︿
暁
・
明
け
が
た
﹀

1

吉
澤
義
則
﹁﹁
ア
カ
ツ
キ
﹂﹁
シ
ノ
ノ
メ
﹂﹁
ア
ケ
ボ
ノ
﹂﹂﹃
源
語
釈

泉
﹄
(誠
和
書
院
)
昭
和
25
年
7
月
↓
『増
補
版
﹄
(臨
川
書
店
)
昭

和
48
年
5
月

2

高
橋
亨
﹁
源
氏
物
語
の
内
な
る
物
語
史
﹂
国
語
と
国
文
学
54

−

12
・
昭
和
52
年
12
月
↓
『源
氏
物
語
の
対
位
法
﹄
(東
京
大
学
出
版

会
)
昭
和
57
年
5
月

3

西
村
亨
﹁
あ
か
つ
き
﹂﹃
新
考
王
朝
恋
詞
の
研
究
﹄
(桜
楓
社
)
昭

和
56
年
1
月
↓
(お
う
ふ
う
)
平
成
6
年
10
月

4

小
町
谷
照
彦
﹁
大
君
物
語
の
始
発

︱
︱
｢橋
姫
﹂﹁
椎
本
﹂
の
展

開
︱
︱
﹂﹃
源
氏
物
語
の
歌
こ
と
ば
表
現
﹄
(東
京
大
学
出
版
会
)

昭
和
59
年
8
月

5

河
添
房
江
﹁
宇
治
の
暁
﹂﹃
源
氏
物
語
の
探
究
十
三
﹄
(風
間
書
房
)

昭
和
63
年
7
月
↓
『源
氏
物
語
の
喩
と
王
権
﹄
(有
精
堂
)
平
成
4

年
11
月
↓
『源
氏
物
語
表
現
史
﹄
(翰
林
書
房
)
平
成
10
年
3
月

6

河
添
房
江
﹁
源
氏
物
語
の
暁

︱
︱
正
篇
の
世
界
か
ら
︱
︱
﹂﹃
物

語
研
究
二
﹄
(新
時
代
社
)
昭
和
63
年
9
月
↓
『源
氏
物
語
の
喩
と

王
権
﹄
(有
精
堂
)
平
成
4
年
11
月
↓
『源
氏
物
語
表
現
史
﹄
(翰
林

書
房
)
平
成
10
年
3
月

7

井
深
彰
子
﹁
中
世
女
流
日
記
文
学
の
時
の
語
彙

︱
︱
明
け
方
と

朝
の
語
彙
に
つ
い
て
︱
︱
﹂
日
本
文
学
ノ
ー
ト
27
・
平
成
4
年
1

月

8

沼
田
純
子
﹁﹃
和
泉
式
部
日
記
﹄
の
﹁
あ
か
つ
き
お
き
﹂
の
章
段
に

つ
い
て
﹂
こ
と
ば
と
こ
と
の
は
10
・
平
成
5
年
12
月

9

小
林
賢
章
﹁
日
付
変
更
時
点
と
ア
カ
ツ
キ
﹂
同
志
社
女
子
大
学
学

術
研
究
年
報
49
Ⅳ
・
平
成
10
年
12
月
↓
『ア
カ
ツ
キ
の
研
究

︱
︱

平
安
人
の
時
間
︱
︱
﹄
(和
泉
書
院
)
平
成
15
年
2
月

10

小
林
賢
章
﹁
ア
カ
ツ
キ
と
ヨ
ハ
﹂
同
志
社
女
子
大
学
総
合
文
化
研

究
所
紀
要
16
・
平
成
11
年
3
月
↓
『
ア
カ
ツ
キ
の
研
究

︱
︱
平
安

人
の
時
間
︱
︱
﹄
(和
泉
書
院
)
平
成
15
年
2
月

11

早
川
厚
一
﹁
平
家
物
語
の
歴
史
叙
述
の
方
法
と
構
想
﹂﹃
平
家
物
語

を
読
む

︱
︱
成
立
の
謎
を
さ
ぐ
る
︱
︱
﹄
(和
泉
書
院
)
平
成
15

年
3
月

12

河
添
房
江
﹁
あ
か
つ
き
﹂﹃
王
朝
語
辞
典
﹄
(東
京
大
学
出
版
会
)

平
成
12
年
3
月

13

小
林
賢
章
﹁
ア
ケ
ガ
タ
考
﹂
同
志
社
女
子
大
学
学
術
研
究
年
報
51

Ⅳ
・
平
成
12
年
12
月
↓
『
ア
カ
ツ
キ
の
研
究

︱
︱
平
安
人
の
時
間

時
間
表
現
に
関
す
る
語
彙
の
論
文
目
録

二
四



︱
︱
﹄
(和
泉
書
院
)
平
成
15
年
2
月

14

小
林
賢
章
﹁
ア
ケ
ガ
タ
追
考
﹂
軍
記
と
語
り
物
38
・
平
成
14
年
3

月

15

安
藤
重
和
﹁
道
長
使
用
具
注
暦
の
日
出
入
時
刻
と
昼
夜
時
間
の

﹁
ズ
レ
﹂
を
め
ぐ
っ
て
﹂
愛
知
教
育
大
学
日
本
文
化
論
叢
10
・
平
成

14
年
3
月

16

小
林
賢
章
﹁﹁
夕
霧
﹂
の
巻
頭
話
の
日
時
﹂
同
志
社
女
子
大
学
日
本

語
日
本
文
学
14
・
平
成
14
年
6
月

17

小
林
賢
章
﹁﹃
枕
草
子
﹄
の
新
解
釈

︱
︱
七
〇
段
・
一
七
三
段
・

一
七
四
段
を
め
ぐ
っ
て
︱
︱
﹂
同
志
社
女
子
大
学
学
術
研
究
年
報

53
Ⅰ
・
平
成
14
年
12
月

18

小
林
賢
章
﹃
ア
カ
ツ
キ
の
研
究

︱
︱
平
安
人
の
時
間
﹄
(和
泉
書

院
)
平
成
15
年
2
月

19

阿
久
沢
忠
﹁
定
家
自
筆
﹃
拾
遺
愚
草
﹄
の
﹁
あ
か
月
｣
︱
︱
｢暁

(あ
か
つ
き
)﹂
の
表
記
︱
︱
﹂
湘
南
短
期
大
学
紀
要
17
・
平
成
18

年
3
月

20

小
林
賢
章
﹁﹃
我
身
に
た
ど
る
姫
君
﹄
の
一
節
の
解
釈
﹂
同
志
社
女

子
大
学
日
本
語
日
本
文
学
18
・
平
成
18
年
6
月

21

小
林
賢
章
﹁﹁
か
へ
る
と
し
む
月
の
つ
か
さ
め
し
に
﹂
の
段
試
解
﹂

同
志
社
女
子
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
7
・
平
成
19
年
3
月

22

阿
久
沢
忠
﹁
暁
の
月

︱
︱
手
習
の
巻
﹁
暁
に
到
り
て
月
徘
徊
す
｣

︱
︱
﹂﹃
源
氏
物
語
の
展
望
一
﹄
(三
弥
井
書
店
)
平
成
19
年
3
月

23

吉
海
直
人
﹁﹃
源
氏
物
語
﹄
橋
姫
巻
の
垣
間
見
を
読
む
﹂
同
志
社
女

子
大
学
日
本
語
日
本
文
学
21
・
平
成
21
年
6
月

24

吉
海
直
人
﹁﹃
源
氏
物
語
﹄
夕
顔
巻
の
﹁
暁
｣
︱
︱
聴
覚
の
多
用

︱
︱
﹂
國
學
院
雑
誌
111

−

4
・
平
成
22
年
4
月

25

吉
海
直
人
﹁
﹃
源
氏
物
語
﹄
東
屋
巻
の
薫
と
浮
舟

︱
︱
逢
瀬
と
道

行
き
︱
︱
﹂
國
學
院
雑
誌
111

−

12
・
平
成
22
年
12
月

26

小
林
賢
章
﹁﹃
千
載
和
歌
集
﹄
の
暁
の
周
辺
﹂
同
志
社
女
子
大
学
学

術
研
究
年
報
61
・
平
成
22
年
12
月

27

吉
海
直
人
﹁
﹁
嘆
き
つ
つ
﹂
歌
の
解
釈
を
め
ぐ
っ
て
﹂
解
釈
57

−

3
︑

4
・
平
成
23
年
3
月
↓
『百
人
一
首
を
読
み
直
す
﹄
(新
典
社
選
書
)

平
成
23
年
5
月

28

吉
海
直
人
﹁
空
蝉
物
語
の
特
殊
性

︱
︱
暁
の
時
間
帯
に
注
目
し

て
︱
︱
﹂
國
學
院
雑
誌
113

−

3
・
平
成
24
年
3
月

29

安
永
美
保
﹁
﹃
和
泉
式
部
日
記
﹄
の
一
対
幻
想

︱
︱
手
習
い
文
章

段
の
場
合
︱
︱
﹂
同
志
社
女
子
大
学
日
本
語
日
本
文
学
24
・
平
成

24
年
6
月

時
間
表
現
に
関
す
る
語
彙
の
論
文
目
録

二
五



30

吉
海
直
人
﹁
大
君
と
薫
の
疑
似
恋
愛

︱
︱
宇
治
の
暁
に
注
目
し

て
︱
︱
﹂
立
命
館
文
学
630
・
平
成
25
年
3
月

31

吉
海
直
人
﹁﹃
百
人
一
首
﹄
の
﹁
暁
﹂
考
﹂
同
志
社
女
子
大
学
大
学

院
文
学
研
究
科
紀
要
13
・
平
成
25
年
3
月

32

小
林
賢
章
﹃﹁
暁
﹂
の
謎
を
解
く
﹄
(角
川
選
書
)
平
成
25
年
3
月

33

大
谷
雅
夫
﹁
椎
本
巻
﹁
山
の
端
近
き
こ
こ
ち
す
る
﹂
考
﹂
文
学

16

−

1
・
平
成
27
年
1
月

34

保
科
恵
﹁
勢
語
四
段
と
日
附
規
定

︱
︱
ほ
の
ぼ
の
と
あ
く
る
﹂

時
刻
︱
︱
﹂
二
松
学
舎
大
学
論
集
58
・
平
成
27
年
3
月

35

小
林
賢
章
﹁﹃
和
漢
朗
詠
集
﹄
6
番
詩
句
の
解
釈
﹂
同
志
社
女
子
大

学
学
術
研
究
年
報
66
・
平
成
27
年
12
月

36

吉
海
直
人
﹁
書
評
小
林
賢
章
著
﹃﹁
暁
﹂
の
謎
を
解
く
﹄﹂
同
志
社

女
子
大
学
日
本
語
日
本
文
学
28
・
平
成
28
年
6
月

37

飯
塚
ひ
ろ
み
﹁
百
人
一
首
フ
ラ
ン
ス
語
訳
に
お
け
る
夜
明
け
の
表

現

︱
︱
｢有
明
﹂﹁
暁
﹂﹁
朝
ぼ
ら
け
｣
︱
︱
﹂
同
志
社
女
子
大
学

日
本
語
日
本
文
学
30
・
平
成
30
年
6
月

38

吉
海
直
人
﹁
平
安
文
学
に
お
け
る
時
間
表
現
考

︱
︱
暁
・
朝
ぼ

ら
け
・
あ
け
ぼ
の
・
し
の
の
め
︱
︱
﹂
古
代
文
学
研
究
第
二
次

27
・
平
成
30
年
10
月

付
︿
暁
の
別
れ
・
後
朝
の
別
れ
﹀

1

松
井
健
児
﹁﹁
野
宮
﹂
に
お
け
る
和
歌
的
世
界
と
必
然

︱
︱
源
氏

物
語
に
み
る
暁
の
別
れ
︱
︱
﹂
物
語
文
学
論
究
3
・
昭
和
53
年
12

月

2

長
谷
川
範
彰
﹁
﹁
後
朝
の
別
れ
の
歌
﹂
序
説
﹂
﹃
源
氏
物
語
と
和
歌
﹄

(武
蔵
野
書
院
)
平
成
20
年
12
月

3

長
谷
川
美
奈
﹁
﹃
源
氏
物
語
﹄
に
お
け
る
後
朝
の
別
れ
の
歌
﹂
学
芸

古
典
文
学
5
・
平
成
24
年
3
月

4

長
谷
川
範
彰
﹁﹃
源
氏
物
語
﹄
の
﹁
後
朝
の
別
れ
の
歌
﹂
と
﹁
後
朝

の
文
の
歌
﹂﹂
﹃
源
氏
物
語
と
儀
礼
﹄
(武
蔵
野
書
院
)
平
成
24
年
10

月

5

朝
日
真
美
子
﹁
源
氏
物
語
総
角
巻
に
お
け
る
﹁
暁
の
別
れ
﹂
と
漢

詩
文
﹂
女
子
大
国
文
154
・
平
成
26
年
1
月

6

倉
田
実
﹁
男
と
女
の
後
朝
の
儀
式

︱
︱
平
安
貴
族
の
恋
愛
事
情

︱
︱
﹂
大
妻
女
子
大
学
紀
要
文
系
46
・
平
成
26
年
3
月

7

吉
海
直
人
﹃﹃
源
氏
物
語
﹄﹁
後
朝
の
別
れ
﹂
を
読
む

︱
︱
音
と

香
り
に
み
ち
び
か
れ
て
︱
︱
﹄
(
笠
間
選
書
)
平
成
28
年
12
月

8

小
林
賢
章
﹁
﹃
陽
成
院
親
王
二
人
歌
合
﹄
の
﹁
ね
ざ
め
の
こ
ひ
﹂
と

時
間
表
現
に
関
す
る
語
彙
の
論
文
目
録

二
六



﹁
あ
か
つ
き
の
わ
か
れ
﹂
の
時
間
﹂
同
志
社
女
子
大
学
学
術
研
究
年

報
68
・
平
成
29
年
12
月

2

︿
明
く
・
明
か
す
・
明
け
は
つ
・
夜
の
明
く
﹀

1

小
林
賢
章
﹁﹁
明
く
﹂
考

︱
︱
『源
氏
物
語
﹄
を
中
心
に
し
て

︱
︱
﹂
同
志
社
女
子
大
学
学
術
研
究
年
報
46
Ⅳ
・
平
成
7
年
12
月

↓
『ア
カ
ツ
キ
の
研
究

︱
︱
平
安
人
の
時
間
︱
︱
﹄
(和
泉
書
院
)

平
成
15
年
2
月

2

小
林
賢
章
﹁﹃
夜
の
寝
覚
﹄
の
巻
四
︑
第
一
・
二
段
の
時
間
﹂
同
志

社
女
子
大
学
日
本
語
日
本
文
学
20
・
平
成
20
年
6
月

3

小
林
賢
章
﹁﹃
後
拾
遺
和
歌
集
﹄
の
動
詞
ア
ク
﹂
同
志
社
女
子
大
学

学
術
研
究
年
報
59
・
平
成
20
年
12
月

4

小
林
賢
章
﹁﹃
蜻
蛉
日
記
﹄
の
時
間
表
現
ア
ク
︑
ヨ

(夜
)
ノ
ア

ク
﹂
同
志
社
女
子
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
9
・
平
成
21
年

3
月

5

小
林
賢
章
﹁
和
歌
に
於
け
る
ア
ケ
ヌ
ナ
リ
﹂
同
志
社
女
子
大
学
日

本
語
日
本
文
学
21
・
平
成
21
年
6
月

6

小
林
賢
章
﹁﹁
芥
川
﹂
の
段
私
解

︱
︱
｢夜
の
明
く
﹂
と
い
う
こ

と
︱
︱
﹂
国
語
教
室
98
・
平
成
25
年
11
月

7

小
林
賢
章
﹁﹁
ア
ケ
ハ
ツ
﹂
考
﹂
同
志
社
女
子
大
学
学
術
研
究
年
報

64
・
平
成
25
年
12
月

8

小
林
賢
章
﹁
﹃
浜
松
中
納
言
﹄
の
時
間
表
現
﹂
同
志
社
女
子
大
学
学

術
研
究
年
報
65
・
平
成
26
年
12
月

9

保
科
恵
﹁
勢
語
四
段
と
日
附
規
定

︱
︱
ほ
の
ぼ
の
と
あ
く
る
﹂

時
刻
︱
︱
﹂
二
松
学
舎
大
学
論
集
58
・
平
成
27
年
3
月

10

小
林
賢
章
﹁
﹃
平
中
物
語
﹄
の
ア
ク
・
ヨ
ノ
ア
ク

︱
︱
付
﹃
枕
草

子
﹄
七
九
段
の
方
違
え
の
解
釈
︱
︱
﹂
同
志
社
女
子
大
学
大
学
院

文
学
研
究
科
紀
要
16
・
平
成
28
年
3
月

3

︿
あ
け
ぐ
れ
﹀

1

細
田
恵
子
﹁
八
代
集
の
あ
り
あ
け
の
イ
メ
ー
ジ
﹂
文
学
史
研
究

15
・
昭
和
49
年
7
月

2

小
島
繁
一
﹁
源
氏
物
語
交
情
の
時
空
と
そ
の
変
容

︱
︱
や
つ
し
・

ま
ど
ひ
・
あ
け
ぐ
れ
︱
︱
﹂
同
志
社
国
文
学
21
・
昭
和
57
年
12
月

3

上
野
英
子
﹁
源
氏
物
語
に
於
け
る
﹁
夢
﹂
の
表
徴

︱
︱
特
に
紫

上
臨
終
時
の
﹁
明
け
ぐ
れ
の
夢
﹂
を
め
ぐ
っ
て
︱
︱
﹂
実
践
国
文

学
25
・
昭
和
59
年
3
月

4

木
村
正
中
﹁
明
け
暗
れ
の
空
﹂
短
歌
・
昭
和
60
年
2
月
↓
『中
古
文

時
間
表
現
に
関
す
る
語
彙
の
論
文
目
録

二
七



学
論
集
四
﹄
(お
う
ふ
う
)
平
成
14
年
7
月

5

添
田
健
治
郎
﹁
万
葉
集
﹁
明
晩
﹂﹁
明
闇
﹂
訓
読
考
﹂
山
口
国
文

8
・
昭
和
60
年
3
月

6

井
深
彰
子
﹁
中
世
女
流
日
記
文
学
の
時
の
語
彙

︱
︱
明
け
方
と

朝
の
語
彙
に
つ
い
て
︱
︱
﹂
日
本
文
学
ノ
ー
ト
27
・
平
成
4
年
1

月

7

小
林
賢
章
﹁
ア
リ
ア
ケ
と
ア
ケ
グ
レ
﹂
同
志
社
女
子
大
学
総
合
文

化
研
究
所
紀
要
17
・
平
成
12
年
3
月
↓
『ア
カ
ツ
キ
の
研
究

︱
︱

平
安
人
の
時
間
︱
︱
﹄
(和
泉
書
院
)
平
成
15
年
2
月

8

久
保
田
淳
﹁
こ
と
ば
の
森

(22
)
︱
︱
あ
け
ぐ
れ

(明
け
暗
)﹂

日
本
語
学
24

−

1
・
平
成
17
年
1
月

4

︿
あ
け
ぼ
の
・
朝
ぼ
ら
け
﹀

1

上
野
理
﹁﹁
春
曙
﹂
考
﹂
文
芸
と
批
評
2

−

8
・
昭
和
43
年
4
月

2

吉
澤
義
則
﹁﹁
ア
カ
ツ
キ
﹂﹁
シ
ノ
ノ
メ
﹂﹁
ア
ケ
ボ
ノ
﹂﹂﹃
源
語
釈

泉
﹄
(誠
和
書
院
)
昭
和
25
年
7
月
↓
『増
補
版
﹄
(臨
川
書
店
)
昭

和
48
年
5
月

3

小
山
敦
子
﹁
源
氏
物
語
語
彙
と
解
釈
﹂
国
文
学
3

−

5
・
昭
和
33

年
5
月

4

石
田
穣
二
﹁
﹁
あ
け
ぼ
の
﹂
と
﹁
朝
ぼ
ら
け
﹂﹂
学
苑
290
・
昭
和
39

年
2
月
↓
『
源
氏
物
語
論
集
﹄
(
桜
楓
社
)
昭
和
46
年
11
月

5

今
西
浩
子
﹁
あ
け
ぼ
の
の
周
辺
﹂
昭
和
学
院
短
期
大
学
紀
要
4
・

昭
和
43
年
3
月

6

池
田
亀
鑑
﹁
朝
﹂
﹃
平
安
時
代
の
文
学
と
生
活
﹄
(至
文
堂
)
昭
和

53
年
6
月

7

稲
賀
敬
二
﹃
枕
草
子
・
大
鏡
﹄
(尚
学
図
書
鑑
賞
日
本
の
古
典
5
)

昭
和
55
年
5
月

8

東
み
づ
ほ
﹁
﹁
あ
け
ぼ
の
﹂
考
﹂
学
習
院
大
学
国
語
国
文
学
会
誌

19
・
昭
和
50
年
12
月

9

徳
原
茂
実
﹁
朝
ぼ
ら
け
有
明
の
月
と
見
る
ま
で
に
﹂
武
庫
川
国
文

22
・
昭
和
58
年
11
月
↓
『古
今
和
歌
集
の
遠
景
﹄
(和
泉
書
院
)
平

成
17
年
4
月
↓
『
百
人
一
首
の
研
究
﹄
(
和
泉
書
院
)
平
成
27
年
9

月

10

中
島
千
恵
子
﹁
日
本
文
学
の
あ
け
ぼ
の
﹂
早
文
会
論
集
13
・
平
成

10
年
1
月

11

上
野
辰
義
﹁﹁
春
は
あ
け
ぼ
の
﹂
と
﹁
春
の
あ
け
ぼ
の
｣
︱
︱
枕

草
子
第
一
段
雑
考
︱
︱
﹂
京
都
語
文
8
・
平
成
13
年
10
月

12

岡
内
弘
子
・
大
黒
香
奈
﹁﹁
春
は
あ
け
ぼ
の
﹂
を
め
ぐ
っ
て

︱
︱

時
間
表
現
に
関
す
る
語
彙
の
論
文
目
録

二
八



清
少
納
言
の
意
識
を
探
る
︱
︱
﹂
香
川
大
学
教
育
学
部
研
究
報
告

115
・
平
成
14
年
3
月

13

堀
井
令
以
知
﹁
曙
と
し
の
の
め
﹂﹃
こ
と
ば
の
由
来
﹄
岩
波
新
書
・

平
成
17
年
3
月

14

宮
崎
荘
平
﹁﹁
春
は
あ
け
ぼ
の
﹂
と
そ
の
周
辺

︱
︱
清
少
納
言
・

紫
式
部
の
対
比
に
も
触
れ
て
︱
︱
﹂
芸
文
攷
11
・
平
成
18
年
2
月

↓
『王
朝
女
流
文
学
論
攷
﹄
(新
典
社
)
平
成
22
年
10
月

15

伊
藤
夏
穂
﹁
薫
の
﹁
朝
ぼ
ら
け
﹂
詠

︱
︱
音
を
聞
く
時
︱
︱
﹂

國
學
院
大
學
大
学
院
文
学
研
究
科
論
集
37
・
平
成
22
年
3
月

16

小
林
賢
章
﹁
ア
サ
ボ
ラ
ケ
考
﹂
同
志
社
女
子
大
学
学
術
研
究
年
報

63
・
平
成
24
年
12
月

17

久
保
田
淳
﹁
藤
原
俊
成
の
﹁
あ
け
ぼ
の
﹂
の
歌
に
つ
い
て

︱
︱

歌
こ
と
ば
﹁
あ
け
ぼ
の
﹂
に
関
連
し
て
︱
︱
﹂
日
本
学
士
院
紀
要

70

−

1
・
平
成
27
年
9
月

18

飯
塚
ひ
ろ
み
﹁
百
人
一
首
フ
ラ
ン
ス
語
訳
に
お
け
る
夜
明
け
の
表

現

︱
︱
｢有
明
﹂﹁
暁
﹂﹁
朝
ぼ
ら
け
｣
︱
︱
﹂
同
志
社
女
子
大
学

日
本
語
日
本
文
学
30
・
平
成
30
年
6
月

19

吉
海
直
人
﹁
平
安
文
学
に
お
け
る
時
間
表
現
考

︱
︱
暁
・
朝
ぼ

ら
け
・
あ
け
ぼ
の
・
し
の
の
め
︱
︱
﹂
古
代
文
学
研
究
第
二
次

27
・
平
成
30
年
10
月

20

小
林
賢
章
﹁
ア
サ
マ
ダ
キ
・
ア
ケ
ボ
ノ
考
﹂
同
志
社
女
子
大
学
学

術
研
究
年
報
69
・
平
成
30
年
12
月

5

︿
朝
・
朝
ま
だ
き
・
あ
し
た
・
明
日
﹀

1

岩
城
準
太
郎
﹁
黄
昏
か
ら
黎
明
ま
で
﹂
国
語
と
国
文
学
2

−

10
・

昭
和
元
年
10
月

2

池
田
亀
鑑
﹁
朝
﹂
﹃
平
安
時
代
の
文
学
と
生
活
﹄
(至
文
堂
)
昭
和

53
年
6
月

3

遠
藤
好
英
﹁
記
録
体
に
お
け
る
﹁
朝
﹂
の
語
彙

︱
︱
『後
二
条
師

通
記
﹄
の
場
合
︱
︱
﹂
国
語
学
研
究
19
・
昭
和
54
年
12
月

4

稲
岡
耕
二
﹁
万
葉
集
の
﹁
今
夜
﹂
・
﹁
明
日
﹂
に
つ
い
て
﹂
国
際
日

本
文
学
研
究
集
会
会
議
録
11
・
昭
和
63
年
3
月

5

井
深
彰
子
﹁
中
世
女
流
日
記
文
学
の
時
の
語
彙

︱
︱
明
け
方
と

朝
の
語
彙
に
つ
い
て
︱
︱
﹂
日
本
文
学
ノ
ー
ト
27
・
平
成
4
年
1

月

6

市
井
外
喜
子
﹁
﹁
あ
し
た
﹂
の
周
辺
﹂
大
東
文
化
大
学
紀
要
人
文
科

学
30
・
平
成
4
年
3
月

7

西
村
真
一
﹁
和
歌
に
お
け
る
﹁
夜
﹂
か
ら
﹁
朝
﹂
へ
﹂
文
学
芸
術

時
間
表
現
に
関
す
る
語
彙
の
論
文
目
録

二
九



24
・
平
成
12
年
7
月

8

米
山
忠
雄
﹁﹁
明
日
早
朝
﹂
考
﹂
解
釈
46

−

9
︑
10
・
平
成
12
年
10

月

9

河
野
真
奈
美
﹁
明
日
の
道
ゆ
く
旅
人

︱
︱
『玉
葉
集
﹄
に
お
け
る

︿
明
日
﹀
を
中
心
に
︱
︱
﹂
解
釈
50

−

3
︑
4
・
平
成
16
年
4
月

10

日
野
資
純
﹁﹁
ア
サ
ユ
フ

(朝
夕
)﹂
か
︑﹁
ア
シ
タ
ユ
フ
ベ

(朝

夕
)﹂
か

︱
︱
今
昔
物
語
集
の
異
訓
︱
︱
﹂
日
本
語
の
研
究
227
・

平
成
18
年
10
月

11

井
出
至
﹁
ゆ
ふ
へ
の
逢
ひ
︑
今
日
の
あ
し
た
﹂

︱
︱
時
間
帯
を

表
わ
す
上
代
語
﹁
ゆ
ふ
へ
︑
よ
ひ
︑
あ
し
た
﹂
を
め
ぐ
っ
て

︱
︱
﹂
万
葉
集
研
究
28
・
平
成
18
年
11
月

12

秋
澤
亙
﹁
中
の
君
の
新
枕
の
朝

︱
︱
『源
氏
物
語
﹄
総
角
巻
八
月

二
十
九
日
早
朝
の
時
間
矛
盾
︱
︱
﹂
國
學
院
大
學
大
学
院
平
安
文

学
研
究
2
・
平
成
22
年
9
月

13

小
林
賢
章
﹁
ア
サ
マ
ダ
キ
・
ア
ケ
ボ
ノ
考
﹂
同
志
社
女
子
大
学
学

術
研
究
年
報
69
・
平
成
30
年
12
月

6

︿
あ
さ
け
﹀

1

小
林
賢
章
﹁﹁
ア
サ
ケ

(朝
明
)﹂
考
﹂﹃
日
本
文
学
史
論
﹄
(世
界

思
想
社
)
平
成
9
年
9
月

2

山
口
正
代
﹁
夕
霧
の
﹁
朝
明
の
姿
﹂
﹂
島
大
国
文
31
・
平
成
17
年
3

月

7

︿
有
明
﹀

1

細
田
恵
子
﹁
八
代
集
の
あ
り
あ
け
の
イ
メ
ー
ジ
﹂
文
学
史
研
究

15
・
昭
和
49
年
7
月

2

小
林
信
子
・
蒲
野
淳
子
﹁
有
明
の
月

︱
︱
和
泉
式
部
日
記
ノ
ー

ト
︱
︱
﹂
東
京
成
徳
国
文
4
・
昭
和
57
年
3
月

3

北
沢
初
美
﹁﹃
枕
草
子
﹄
の
月

︱
︱
有
明
の
月
に
つ
い
て
︱
︱
﹂

枕
草
子
探
求
2
・
昭
和
57
年
7
月

4

小
林
賢
章
﹁
ア
リ
ア
ケ
と
ア
ケ
グ
レ
﹂
同
志
社
女
子
大
学
総
合
文

化
研
究
所
紀
要
17
・
平
成
12
年
3
月
↓
『ア
カ
ツ
キ
の
研
究

︱
︱

平
安
人
の
時
間
︱
︱
﹄
(和
泉
書
院
)
平
成
15
年
2
月

5

小
林
賢
章
﹁﹃
枕
草
子
﹄
﹁
月
は
﹂
(二
三
四
)
段
の
解
釈

︱
︱
ア

リ
ア
ケ
と
は
︱
︱
﹂
同
志
社
女
子
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要

4
・
平
成
16
年
3
月

6

鎌
田
清
栄
﹁
平
安
人
の
見
て
い
た
有
明
の
月
を
追
っ
て
﹂
古
代
中

世
国
文
学
24
・
平
成
20
年
3
月

時
間
表
現
に
関
す
る
語
彙
の
論
文
目
録

三
〇



7

渡
辺
開
紀
﹁
応
永
本
﹃
和
泉
式
部
物
語
﹄
の
矛
盾

︱
︱
｢十
余
日

ば
か
り
の
有
明
の
月
﹂
の
表
現
を
め
ぐ
っ
て
︱
︱
﹂
國
學
院
大
學

大
学
院
平
安
文
学
研
究
1
・
平
成
21
年
9
月

8

小
林
賢
章
﹁﹃
徒
然
草
﹄
の
ア
リ
ア
ケ
の
周
辺
﹂
同
志
社
女
子
大
学

学
術
研
究
年
報
56
・
平
成
17
年
12
月

9

飯
塚
ひ
ろ
み
﹁
百
人
一
首
フ
ラ
ン
ス
語
訳
に
お
け
る
夜
明
け
の
表

現

︱
︱
｢有
明
﹂﹁
暁
﹂﹁
朝
ぼ
ら
け
｣
︱
︱
﹂
同
志
社
女
子
大
学

日
本
語
日
本
文
学
30
・
平
成
30
年
6
月

8

︿
い
り
あ
ひ
・
入
相
﹀

1

劉
小
俊
﹁
古
典
和
歌
に
お
け
る
﹁
鐘
﹂
の
意
象

(そ
の
一
)
︱
︱

暁
の
鐘
と
入
相
の
鐘
︱
︱
﹂
岡
大
国
文
論
稿
30
・
平
成
14
年
3
月

↓
『古
典
和
歌
に
お
け
る
鐘
の
研
究
﹄
(風
間
書
房
)
平
成
18
年
12

月

2

小
林
賢
章
﹁
イ
リ
ア
ヒ
考
﹂
同
志
社
女
子
大
学
日
本
語
日
本
文
学

19
・
平
成
19
年
6
月

3

劉
小
俊
﹁
古
典
和
歌
に
お
け
る
﹁
い
り
あ
ひ
﹂
の
用
法
﹂﹃
工
藤
進

思
郎
先
生
退
職
記
念
論
文
・
随
筆
集
﹄
(記
念
の
会
)
平
成
21
年
7

月

9

︿
い
さ
よ
ふ
・
い
さ
よ
ひ
・
十
六
夜
﹀

1

冨
倉
二
郎
﹁
﹁
い
さ
よ
ふ
月
﹂
と
﹁
あ
ぢ
き
な
き
そ
の
名
﹂
と
﹂
国

語
解
釈
1

−

4
・
昭
和
11
年
5
月

2

西
丸
光
子
﹁
平
安
時
代
の
文
学
と
月

︱
︱
望
月
︑
い
ざ
よ
ひ
の

月
︑
立
待
月
︑
居
待
月
︑
寝
待
月
︱
︱
﹂
日
本
女
子
大
学
国
語
国

文
学
論
究
2
・
昭
和
46
年
2
月

3

石
田
穣
二
﹁
十
六
夜
の
月
︑
砧
の
音
﹂
学
苑
1
・
昭
和
48
年
1
月

↓
『
源
氏
物
語
攷
そ
の
他
﹄
(笠
間
書
院
)
平
成
元
年
7
月

4

菅
野
洋
一
﹁﹁
い
さ
よ
ふ
月
に
さ
そ
は
れ
﹂
の
解
釈
﹂
解
釈
30

−

8
・
昭
和
59
年
8
月

5

田
坂
憲
二
﹁
か
の
十
六
夜
の
さ
や
か
な
ら
ざ
り
し
秋
の
事
﹂
い
ず

み
通
信
9
・
昭
和
61
年
11
月
↓
﹁
十
六
夜
の
月
・
二
十
日
の
月
﹂

﹃
源
氏
物
語
の
人
物
と
構
想
﹄
(
和
泉
書
院
)
平
成
5
年
10
月

6

田
村
俊
介
﹁
か
の
十
六
夜
の
女
君

︱
︱
葵
巻
晩
秋
の
新
解
釈

︱
︱
﹂
中
古
文
学
47
・
平
成
3
年
5
月

7

清
水
婦
久
子
﹁
源
氏
物
語
に
お
け
る
﹁
い
さ
よ
ひ
﹂
の
風
景
﹂
青

須
我
波
良
54
・
平
成
10
年
12
月

8

清
水
婦
久
子
﹁﹁
山
の
端
の
﹂
歌
の
解
釈
﹂
﹃
源
氏
物
語
の
風
景
と

時
間
表
現
に
関
す
る
語
彙
の
論
文
目
録

三
一



和
歌
﹄
(和
泉
書
院
)
平
成
12
年
9
月

9

吉
海
直
人
﹁﹁
い
さ
よ
ふ
月
﹂
と
﹁
い
さ
よ
ひ
の
月
﹂

︱
︱
『源

氏
物
語
﹄
夕
顔
巻
の
一
考
察
︱
︱
﹂
古
代
文
学
研
究
第
二
次
14
・

平
成
17
年
10
月

10

清
水
婦
久
子
﹁﹁
山
の
端
﹂
と
﹁
月
﹂﹂﹃
光
源
氏
と
夕
顔
﹄
(新
典

社
新
書
)
平
成
20
年
4
月

11

吉
海
直
人
﹁﹃
源
氏
物
語
﹄﹁
い
さ
よ
ふ
月
﹂
考
﹂
(教
室
の
内
外

(3
)
所
収
)
同
志
社
女
子
大
学
日
本
語
日
本
文
学
24
・
平
成
24
年

6
月
↓
『﹃
源
氏
物
語
﹄
の
特
殊
表
現
﹄
(新
典
社
選
書
)
平
成
29
年

2
月

10

︿
鐘
﹀

1

馬
場
(清
水
)
婦
久
子
﹁
源
氏
物
語
の
和
歌
表
現

︱
︱
そ
の
位
置
︑

﹁
秋
風
﹂﹁
鐘
の
声
﹂
を
中
心
に
︱
︱
﹂
女
子
大
文
学
31
・
昭
和
55

年
3
月

2

柚
山
淳
子
﹁
中
世
文
学
に
お
け
る
鐘
の
音

︱
︱
音
の
表
現
と
捉

え
方
︱
︱
﹂
愛
文
20
・
昭
和
59
年
7
月

3

相
沢
雅
子
﹁﹃
源
氏
物
語
﹄
宇
治
十
帖
に
お
け
る
聴
覚
表
現

︱
︱

｢鐘
の
音
﹂
を
中
心
に
︱
︱
﹂
共
立
レ
ビ
ュ
ー
30
・
平
成
14
年
2

月

4

劉
小
俊
﹁
古
典
和
歌
に
お
け
る
﹁
鐘
﹂
の
意
象

(そ
の
一
)
︱
︱

暁
の
鐘
と
入
相
の
鐘
︱
︱
﹂
岡
大
国
文
論
稿
30
・
平
成
14
年
3
月

5

劉
小
俊
﹁
古
典
和
歌
に
お
け
る
﹁
鐘
﹂
の
意
象

(そ
の
二
)
︱
︱

聴
覚
素
材
と
し
て
の
特
徴
︱
︱
﹂
岡
大
国
文
論
稿
31
・
平
成
15
年

3
月

6

劉
小
俊
﹁
古
典
和
歌
に
お
け
る
﹁
鐘
﹂
の
意
象

(そ
の
三
)
︱
︱

鐘
の
宗
教
性
︱
︱
﹂
岡
大
国
文
論
稿
32
・
平
成
16
年
3
月

7

小
林
賢
章
﹃
ア
カ
ツ
キ
の
研
究

︱
︱
平
安
人
の
時
間
︱
︱
﹄
(和

泉
書
院
)
平
成
15
年
2
月

8

劉
小
俊
﹁
日
中
古
典
詩
歌
に
お
け
る
鐘
の
比
較
文
化
的
研
究
﹂
同

志
社
女
子
大
学
学
術
研
究
年
報
56
・
平
成
17
年
12
月

9

劉
小
俊
﹃
古
典
和
歌
に
お
け
る
鐘
の
研
究
﹄
(風
間
書
房
)
平
成
18

年
12
月

10

高
野
祥
子
﹁
王
朝
女
流
日
記
文
学
に
お
け
る
﹁
鐘
の
音
﹂
の
機
能

︱
︱
作
品
的
特
質
と
の
関
わ
り
を
め
ぐ
っ
て
︱
︱
﹂
日
本
大
学
大

学
院
総
合
社
会
情
報
研
究
科
紀
要
7
・
平
成
19
年
2
月

11

阿
部
好
臣
﹁
源
氏
物
語
に
響
く
﹁
鐘
﹂
の
音
﹂
語
文
131
・
平
成
20

年
6
月

時
間
表
現
に
関
す
る
語
彙
の
論
文
目
録

三
二



12

安
道
百
合
子
﹁﹁
鐘
の
音
﹂
に
﹁
音
を
添
へ
﹂
る
と
き
﹂
古
代
中
世

国
文
学
23
・
平
成
19
年
3
月

13

小
林
賢
章
﹁
時
鐘
﹂﹃
日
蓮
教
学
教
団
史
論
集
﹄
(山
喜
房
佛
書
林
)

平
成
22
年
3
月

14

小
林
賢
章
﹃﹁
暁
﹂
の
謎
を
解
く
﹄
(角
川
選
書
)
平
成
25
年
3
月

11

︿
暮
る
・
暮
ら
す
﹀

1

見
尾
久
美
恵
﹁
和
歌
に
み
ら
れ
る
﹁
暮
る
﹂
の
表
現

︱
︱
新
古

今
歌
人
の
時
間
意
識
︱
︱
﹂
赤
羽
淑
先
生
退
職
記
念
論
文
集
・
平

成
17
年
3
月

2

小
林
賢
章
﹁
ク
ル
︑
ク
ラ
ス
考
﹂
同
志
社
女
子
大
学
学
術
研
究
年

報
60
・
平
成
21
年
12
月

12

︿
鶏
鳴
・
鶏
の
声
﹀

1

折
口
信
夫
﹁
鶏
鳴
と
神
楽
と
﹂﹃
折
口
信
夫
全
集
二
古
代
研
究
﹄

(中
央
公
論
社
)
昭
和
30
年
4
月

2

室
田
浩
然
﹁
鶏
鳴
の
系
譜

(一
)﹂
解
釈
3

−

5
・
昭
和
32
年
5
月

3

室
田
浩
然
﹁
鶏
鳴
の
系
譜

(二
)﹂
解
釈
3

−

9
・
昭
和
32
年
9
月

4

益
田
勝
実
﹁
黎
明
﹂﹃
火
山
列
島
の
思
想
﹄
(筑
摩
書
房
)
昭
和
43

年
7
月

5

吉
澤
義
則
﹃
増
補
源
語
釈
泉
﹄
(
臨
川
書
店
)
昭
和
48
年
5
月

6

上
野
英
子
﹁﹃
源
氏
物
語
﹄
に
お
け
る
﹁
鶏
鳴
﹂
の
意
味

︱
︱
古

代
鶏
鳴
観
の
継
承
と
そ
の
文
学
的
深
化
︱
︱
﹂
実
践
国
文
学
23
・

昭
和
58
年
3
月

7

鈴
木
日
出
男
﹁
鶏
﹂
国
文
学
39

−

12

(古
典
文
学
動
物
誌
)・
平
成

6
年
10
月

8

林
田
孝
和
﹁
女
三
の
宮
の
結
婚

︱
︱
鶏
の
声
を
起
点
に
︱
︱
﹂

﹃
論
集
平
安
文
学
4
﹄
(
勉
誠
出
版
)
平
成
9
年
9
月
↓
『源
氏
物
語

の
創
意
﹄
(お
う
ふ
う
)
平
成
23
年
4
月

9

高
嶋
和
子
﹁
源
氏
物
語
動
物
考

(そ
の
二
十
)
︱
︱
鶏
︱
︱
﹂
並

木
の
里
48
・
平
成
10
年
6
月
↓
『源
氏
物
語
動
物
考
﹄
(国
研
出
版
)

平
成
11
年
5
月

10

内
藤
明
﹁
﹃
万
葉
集
﹄
に
鳴
く
鳥
﹂﹃
音
の
万
葉
集
﹄
(
笠
間
書
院
)

平
成
14
年
3
月

11

広
瀬
唯
二
﹁
夕
顔
の
巻
の
物
の
怪
を
め
ぐ
っ
て

︱
︱
物
の
怪
と

鳥
の
声
︱
︱
﹂
武
庫
川
国
文
61
・
平
成
15
年
3
月

12

山
本
利
達
﹁
日
の
始
ま
り
は
寅
の
刻
説
存
疑
﹂﹃
中
古
文
学
攷
﹄

(清
文
堂
書
店
)
平
成
15
年
10
月

時
間
表
現
に
関
す
る
語
彙
の
論
文
目
録

三
三



13

神
尾
暢
子
﹁
蜻
蛉
時
鳥
の
鳴
声
映
像
﹂
学
大
国
文
47
・
平
成
16
年

3
月

14

野
田
真
吾
﹁﹃
蜻
蛉
日
記
﹄
の
聴
覚
表
現

︱
︱
鳥
の
声
︑
虫
の
音

を
中
心
に
︱
︱
﹂
駒
沢
大
学
大
学
院
国
文
学
会
論
輯
23
・
平
成
17

年
5
月

15

佐
藤
敬
子
﹁
源
氏
物
語
の
鶏
鳴
﹂
松
籟
1
・
平
成
18
年
12
月

16

松
井
健
児
﹁
を
り
し
も
時
鳥
鳴
き
て
渡
る

︱
︱
｢花
散
里
﹂
の
巻

か
ら
︱
︱
﹂
む
ら
さ
き
43
・
平
成
18
年
12
月

17

朴
喜
淑
﹁
万
葉
集
の
﹁
鳴
く
鳥
﹂

︱
︱
｢鳴
く
鳥
﹂
を
歌
う
こ
と

の
意
味
に
つ
い
て
︱
︱
﹂
百
舌
鳥
国
文
22
・
平
成
23
年
3
月

18

鈴
木
道
代
﹁
夜
明
け
を
告
げ
る
鳥
﹂
上
代
歌
謡
研
究
1
・
平
成
25

年
2
月

19

倉
田
実
﹁
男
と
女
の
後
朝
の
儀
式

︱
︱
平
安
貴
族
の
恋
愛
事
情

︱
︱
﹂
大
妻
女
子
大
学
紀
要
文
系
46
・
平
成
26
年
3
月

20

趙
倩
倩
﹁
記
紀
の
﹁
長
鳴
鳥
﹂
説
話
に
つ
い
て

︱
︱
鶏
鳴
と
太

陽
の
関
係
を
中
心
に
︱
︱
﹂
解
釈
62

−

11
︑
12
・
平
成
28
年
11
月

13

︿
こ
よ
ひ
・
今
夜
・
今
宵
・
夜
前
﹀

1

橋
本
万
平
﹃
日
本
の
時
刻
制
度
﹄
(塙
選
書
)
昭
和
41
年
9
月

2

井
手
至
﹁
上
代
の
人
々
の
一
日
に
対
す
る
考
え
方
に
つ
い
て
﹂
武

智
雄
一
先
生
退
官
記
念
国
語
国
文
学
論
集
・
昭
和
47
年
2
月

3

遠
藤
好
英
﹁
平
安
時
代
の
記
録
語
の
性
格

︱
︱
｢夜
前
﹂
を
め

ぐ
っ
て
︱
︱
﹂
国
語
学
100
・
昭
和
50
年
3
月

4

神
野
志
隆
光
﹁
古
代
時
間
表
現
の
一
問
題

︱
︱
古
事
記
覚
書

︱
︱
﹂﹃
論
集
上
代
文
学
﹄
(
笠
間
書
院
)
昭
和
51
年
3
月

5

池
田
亀
鑑
﹁
夜
﹂﹃
平
安
時
代
の
文
学
と
生
活
﹄
(至
文
堂
)
昭
和

53
年
6
月

6

斉
藤
国
治
﹁
日
本
上
代
の
日
始
の
時
刻
に
つ
い
て
﹂
古
代
文
化
33

−

2
・
昭
和
56
年
2
月
↓
『
古
代
の
時
刻
制
度

︱
︱
古
天
文
学
に

よ
る
検
証
︱
︱
﹄
(
雄
山
閣
出
版
)
平
成
7
年
4
月

7

伊
地
知
鐵
男
﹁
昼
と
夜
の
変
わ
り
目
﹂
汲
古
1
・
昭
和
57
年
5
月

↓
『
伊
地
知
鐵
男
著
作
集
Ⅰ
﹄
(汲
古
書
院
)
平
成
8
年
5
月

8

小
林
賢
章
﹁
﹃
平
家
物
語
﹄
の
日
付
変
更
時
刻
﹂
軍
記
と
語
り
物

22
・
昭
和
61
年
3
月
↓
『
ア
カ
ツ
キ
の
研
究

︱
︱
平
安
人
の
時
間

︱
︱
﹄
(
和
泉
書
院
)
平
成
15
年
2
月

9

井
手
至
﹁
古
代
語
﹁
こ
よ
ひ
﹂
の
意
味
用
法
を
め
ぐ
っ
て
﹂
人
文

研
究
38
・
昭
和
61
年
12
月

10

岡
崎
正
継
﹁
今
昔
物
語
の
﹁
今
夜
﹂
と
﹁
夜
前
﹂
と
﹂
國
學
院
雑

時
間
表
現
に
関
す
る
語
彙
の
論
文
目
録

三
四



誌
87

−

9
・
昭
和
62
年
9
月
↓
『中
古
中
世
語
論
攷
﹄
(和
泉
書
院
)

平
成
28
年
5
月

11

稲
岡
耕
二
﹁
万
葉
集
の
﹁
今
夜
﹂・﹁
明
日
﹂
に
つ
い
て
﹂
国
際
日

本
文
学
研
究
集
会
会
議
録
11
・
昭
和
63
年
3
月

12

伊
地
知
鐵
男
﹁
古
代
の
一
日
の
始
ま
り
と
沐
浴
回
数
﹂
武
蔵
野
文

学
37
・
平
成
2
年
1
月

13

玉
村
禎
郎
﹁
中
世
後
期
の
時
を
表
す
語
彙

︱
︱
『太
平
記
﹄
の

﹁
今
朝
﹂﹁
今
夜
﹂
な
ど
を
め
ぐ
っ
て
︱
︱
﹂
待
兼
山
論
叢
27
・
平

成
5
年
12
月

14

佐
々
木
恵
雲
﹁﹃
源
氏
物
語
﹄
に
お
け
る
﹁
こ
よ
ひ
﹂
考
﹂
南
山
短

期
大
学
紀
要
21
・
平
成
5
年
12
月

15

小
林
賢
章
﹁
日
付
変
更
時
点
と
今
夜
﹂﹃
国
語
語
彙
史
の
研
究
十

六
﹄
(和
泉
書
院
)
平
成
8
年
10
月
↓
『ア
カ
ツ
キ
の
研
究

︱
︱

平
安
人
の
時
間
︱
︱
﹄
(和
泉
書
院
)
平
成
15
年
2
月

16

八
嶌
正
治
﹁﹁
昨
夜

(よ
べ
)﹂
と
﹁
今
宵

(こ
よ
い
)﹂﹂
日
本
歴

史
584
・
平
成
9
年
1
月

17

山
本
利
達
﹁
日
の
始
ま
り
は
寅
の
刻
説
存
擬
﹂
奈
良
大
学
研
究
紀

要
26
・
平
成
10
年
3
月
↓
『中
古
文
学
攷
﹄
(清
文
堂
出
版
)
平
成

15
年
10
月

14

︿
し
の
の
め
﹀

1

吉
澤
義
則
﹁
﹁
ア
カ
ツ
キ
﹂﹁
シ
ノ
ノ
メ
﹂
﹁
ア
ケ
ボ
ノ
﹂﹂
﹃
源
語
釈

泉
﹄
(
誠
和
書
院
)
昭
和
25
年
7
月
↓
『増
補
版
﹄
(臨
川
書
店
)
昭

和
48
年
5
月

2

井
手
至
﹁﹁
し
の
の
め
・
い
な
の
め
﹂
攷

︱
︱
原
始
的
住
居
と

﹁
め
｣
︱
︱
﹂
万
葉
20
・
昭
和
31
年
7
月

3

石
田
穣
二
﹁
﹁
あ
け
ぼ
の
﹂
と
﹁
朝
ぼ
ら
け
﹂﹂
学
苑
290
・
昭
和
39

年
2
月
↓
『
源
氏
物
語
論
集
﹄
(
桜
楓
社
)
昭
和
46
年
11
月

4

上
野
辰
義
﹁
源
氏
物
語
に
み
え
る
﹁
し
の
の
め
﹂
の
歌
﹂
む
ら
さ

き
38
・
平
成
13
年
12
月

5

堀
井
令
以
知
﹁
曙
と
し
の
の
め
﹂﹃
こ
と
ば
の
由
来
﹄
岩
波
新
書
・

平
成
17
年
3
月

6

久
保
田
淳
﹁
こ
と
ば
の
森

(25
～
27
)
︱
︱
東
雲

(し
の
の
め
)

一
～
三
﹂
日
本
語
学
24

−

5
～
7
・
平
成
17
年
4
月
～
6
月

7

吉
海
直
人
﹁
平
安
文
学
に
お
け
る
時
間
表
現
考

︱
︱
暁
・
朝
ぼ

ら
け
・
あ
け
ぼ
の
・
し
の
の
め
︱
︱
﹂
古
代
文
学
研
究
第
二
次

27
・
平
成
30
年
10
月

時
間
表
現
に
関
す
る
語
彙
の
論
文
目
録

三
五



15

︿
た
そ
が
れ
・
か
は
た
れ
﹀

1

石
井
博
﹁
カ
ハ
タ
レ

(彼
誰
)
と
タ
ソ
ガ
レ

(黄
昏
)﹂
人
文
社
会

科
学
研
究
36
・
平
成
8
年
3
月

2

玉
村
禎
郎
﹁﹁
た
そ
が
れ
﹂
の
語
史
﹂
光
華
日
本
文
学
6
・
平
成
10

年
8
月

3

久
保
田
淳
﹁
こ
と
ば
の
森

(23
)
︱
︱
か
は
た
れ
時
・
か
は
た

れ
﹂
日
本
語
学
24

−

2
・
平
成
17
年
2
月

4

小
林
賢
章
﹁
タ
ソ
カ
レ
ド
キ
考
﹂
同
志
社
女
子
大
学
大
学
院
文
学

研
究
科
紀
要
10
・
平
成
22
年
3
月

16

︿
つ
い
た
ち
・
つ
ご
も
り
﹀

1

松
岡
浩
一
﹁
三
月
朔
日
巳
の
日
の
類
と
源
氏
物
語
成
立
年
時

︱
︱

否
定
的
結
果
の
報
告
︱
︱
﹂
平
安
文
学
研
究
4
・
昭
和
25
年
7
月

2

安
田
尚
道
﹁
和
数
詞
に
よ
る
暦
日
表
現
と
﹁
つ
い
た
ち
﹂
の
語
源
﹂

国
語
と
国
文
学
51

−

2
・
昭
和
49
年
2
月

3

竹
村
義
一
﹁
源
氏
物
語
﹁
月
立
つ
﹂
考

︱
︱
古
代
人
の
時
間
意

識
に
関
連
し
て
︱
︱
﹂
甲
南
女
子
大
学
研
究
紀
要
10
・
昭
和
49
年

3
月

4

内
山
守
常
﹁
日
本
書
紀
朔
日
考

(
上
)﹂
横
浜
市
立
大
学
論
叢
27

−

1
・
昭
和
50
年
10
月

5

小
島
憲
之
﹁
四
季
語
を
通
し
て

︱
︱
｢尽
日
﹂
の
誕
生
︱
︱
﹂
国

語
国
文
46

−

1
・
昭
和
52
年
1
月

6

伊
坂
淳
一
﹁
﹁
つ
ご
も
り

(
晦
日
)
の
は
な
し
﹂
存
疑
﹂
国
語
国
文

56

−

3
・
昭
和
62
年
3
月

7

小
池
正
胤
﹁
つ
ご
も
り
大
つ
ご
も
り

︱
︱
月
と
闇
と
人
間
︱
︱
﹂

高
校
通
信
東
書
国
語
298
・
平
成
元
年
12
月

8

周
防
朋
子
﹁
平
安
朝
に
お
け
る
﹁
つ
ご
も
り
﹂
に
つ
い
て

︱
︱

｢尽
日
﹂
意
識
と
の
関
わ
り
︱
︱
﹂
甲
南
大
学
紀
要

(文
学
編
)

119
・
平
成
13
年
3
月

9

森
本
直
子
﹁
古
今
集
に
お
け
る
漢
文
学
の
日
本
的
受
容

︱
︱
｢弥

生
の
つ
ご
も
り
﹂
・﹁
長
月
の
つ
ご
も
り
﹂
歌
に
つ
い
て
︱
︱
﹂
学

習
院
大
学
人
文
科
学
論
集
10
・
平
成
13
年
9
月

10

神
尾
暢
子
﹁
期
間
規
定
と
時
点
規
定

︱
︱
｢つ
い
た
ち
﹂
と
﹁
つ

ご
も
り
｣
︱
︱
﹂﹃
伊
勢
物
語
の
成
立
と
表
現
﹄
(新
典
社
)
平
成

15
年
1
月

時
間
表
現
に
関
す
る
語
彙
の
論
文
目
録

三
六



17

︿
つ
と
め
て
﹀

1

米
山
忠
雄
﹁﹁
明
日
早
朝
﹂
考
﹂
解
釈
46

−

9
︑
10
・
平
成
12
年
10

月

2

小
林
賢
章
﹁
ツ
ト
メ
テ
考
﹂
同
志
社
女
子
大
学
学
術
研
究
年
報
54

Ⅰ
・
平
成
15
年
12
月

3

秋
沢
亙
﹁
中
の
君
の
新
枕
の
朝

︱
︱
『源
氏
物
語
﹄
総
角
巻
八
月

二
十
九
日
早
朝
の
時
間
矛
盾
︱
︱
﹂
國
學
院
大
学
大
学
院
平
安
文

学
研
究
2
・
平
成
22
年
9
月

18

︿
中
の
十
日
・
十
日
﹀

1

原
田
芳
起
﹁﹁
中
の
十
日
﹂
の
意
義
を
め
ぐ
る
問
題
﹂﹃
平
安
時
代

文
学
語
彙
の
研
究
﹄
(風
間
書
房
)
昭
和
37
年
9
月

2

高
松
政
雄
﹁﹁
中
の
十
日
﹂
考
﹂
解
釈
12

−

4
・
昭
和
41
念
4
月

3

原
田
芳
起
﹁
中
古
文
学
語
彙
雑
考

(五
)
︱
︱
｢中
の
十
日
﹂
の

語
義
補
説
︱
︱
﹂
平
安
文
学
研
究
54
・
昭
和
50
年
11
月

4

武
山
隆
昭
﹁﹁
中
の
十
日
﹂
の
語
義
攷
﹂
椙
山
女
学
園
大
学
研
究
論

集
8

−

2
・
昭
和
52
年
2
月

5

神
尾
暢
子
﹁
暦
日
規
定
の
映
像
定
着

︱
︱
竹
取
物
語
と
伊
勢
物

語
︱
︱
﹂﹃
王
朝
国
語
の
表
現
映
像
﹄
(新
典
社
)
昭
和
57
年
4
月

6

小
林
賢
章
﹁
﹁
夕
霧
﹂
の
巻
頭
話
の
日
時
﹂
同
志
社
女
子
大
学
日
本

語
日
本
文
学
14
・
平
成
14
年
6
月

7

神
尾
暢
子
﹁
暦
日
映
像
と
体
制
批
判

︱
︱
時
点
規
定
の
正
月
十

日
︱
︱
﹂
﹃
伊
勢
物
語
の
成
立
と
表
現
﹄
(新
典
社
)
平
成
15
年
1

月

19

︿
昼
・
夜
昼
﹀

1

池
田
亀
鑑
﹁
昼
﹂
﹃
平
安
時
代
の
文
学
と
生
活
﹄
(至
文
堂
)
昭
和

53
年
6
月

2

長
谷
川
政
春
﹁
物
語
の
夜
・
物
語
の
昼

︱
︱
『堤
中
納
言
物
語
﹄

序
説
︱
︱
﹂
東
横
国
文
学
21
・
平
成
元
年
3
月

3

佐
竹
昭
広
﹁
昼
か
夜
か

︱
︱
『万
葉
集
﹄
巻
二
︑
一
三
三
の
歌
な

ど
︱
︱
﹂﹃
折
口
学
と
古
代
学
﹄
(慶
應
義
塾
大
学
国
文
学
研
究

会
)
平
成
元
年
11
月

4

厚
谷
和
雄
﹁
奈
良
・
平
安
時
代
に
於
け
る
漏
刻
と
昼
夜
四
十
八
刻

制
﹂
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
研
究
紀
要
4
・
平
成
6
年
3
月

5

朧
谷
寿
﹁
王
朝
の
昼
と
夜

︱
︱
貴
族
た
ち
の
美
意
識
と
日
常
生

活
︱
︱
﹂
﹃
雅

︱
︱
王
朝
の
原
像
1
﹄
(
講
談
社
)
平
成
6
年
3

時
間
表
現
に
関
す
る
語
彙
の
論
文
目
録

三
七



月

6

小
林
賢
章
﹁﹁
夜
昼
﹂
考
﹂﹃
日
本
語
の
研
究
﹄
(明
治
書
院
)
平
成

7
年
11
月
↓
『ア
カ
ツ
キ
の
研
究

︱
︱
平
安
人
の
時
間
︱
︱
﹄

(和
泉
書
院
)
平
成
15
年
2
月

7

伊
地
知
鐵
男
﹁
昼
と
夜
の
変
わ
り
目
﹂
汲
古
1
・
昭
和
57
年
5
月

↓
『伊
地
知
鐵
男
著
作
集
Ⅰ
﹄
(汲
古
書
院
)
平
成
8
年
5
月

8

青
木
毅
﹁
平
安
・
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
類
義
動
詞
句
﹁
夜
ヲ
昼
ニ

成
ス
﹂
と
﹁
夜
ヲ
日
ニ
継
グ
﹂
と
の
交
替
に
つ
い
て
﹂
徳
島
文
理

大
学
文
学
論
叢
14
・
平
成
9
年
3
月

9

井
手
至
﹁
万
葉
び
と
の
心
性
か
ら
見
た
昼
夜
の
け
じ
め

︱
︱
一

日
の
意
識
を
め
ぐ
っ
て
︱
︱
﹂﹃
時
の
万
葉
集
﹄
(笠
間
書
院
)
平

成
13
年
3
月

10

安
藤
重
和
﹁
道
長
使
用
暦
注
の
日
出
入
時
刻
と
昼
夜
時
間
の
﹁
ズ

レ
﹂
を
め
ぐ
っ
て
﹂
日
本
文
化
論
叢
10
・
平
成
14
年
3
月

11

日
野
資
純
﹁
古
典
語
﹁
ヒ
ル

(昼
)﹂
の
語
義
・
用
法
﹂
日
本
語
の

研
究
8

−

1
・
平
成
24
年
1
月

20

︿
ほ
の
ぼ
の
・
ほ
の
ぼ
の
と
﹀

1

小
嶋
孝
三
郎
﹁﹁
ほ
の
ぼ
の
と
﹂﹁
ほ
の
ぼ
の
﹂
攷

︱
︱
平
安
朝

物
語
日
記
等
に
お
け
る
用
例
に
基
づ
い
て
︱
︱
﹂
立
命
館
文
学
170
︑

171
・
昭
和
34
年
8
月

2

小
嶋
孝
三
郎
﹁
和
歌
に
お
け
る
情
趣
的
用
語
の
考
察

︱
︱
｢ほ
の

ぼ
の

(
と
)﹂
の
用
例
に
基
づ
い
て
︱
︱
﹂
立
命
館
文
学
176
・
昭

和
35
年
1
月

3

河
原
寛
﹁﹁
ほ
の
ぼ
の
と
﹂
覚
書
﹂
園
田
学
園
女
子
短
大
文
芸
10
・

昭
和
49
年
3
月

4

石
川
常
彦
﹁﹁
ほ
の
ぼ
の
﹂
考

︱
︱
新
古
今
的
情
趣
構
成
の
論
の

た
め
に
︱
︱
﹂
国
語
国
文
43

−

7
・
昭
和
49
年
7
月

5

長
江
稔
﹁
﹁
ほ
の
ぼ
の
と
﹂
考

︱
︱
新
古
今
集
︑
後
鳥
羽
院
の
御

歌
に
つ
い
て
︱
︱
﹂
解
釈
27

−

6
・
昭
和
56
年
6
月

6

東
郷
吉
男
﹁
﹁
ほ
の
ぼ
の
﹂
と
﹁
ほ
の
ぼ
の
と
﹂
︱
︱
平
安
時
代

の
用
例
を
中
心
に
︱
︱
﹂
解
釈
27

−

12
・
昭
和
56
年
12
月

7

保
科
恵
﹁
勢
語
四
段
と
日
附
規
定

︱
︱
ほ
の
ぼ
の
と
あ
く
る
﹂

時
刻
︱
︱
﹂
二
松
学
舎
大
学
論
集
58
・
平
成
27
年
3
月

21

︿
夕
方
・
夕
暮
・
夕
べ
・
夕
ま
ぐ
れ
・
日
暮
﹀

1

岩
城
準
太
郎
﹁
黄
昏
か
ら
黎
明
ま
で
﹂
国
語
と
国
文
学
2

−

10
・

昭
和
元
年
10
月

時
間
表
現
に
関
す
る
語
彙
の
論
文
目
録

三
八



2

原
田
芳
起
﹁
語
彙
事
実
と
し
て
の
対
義
語
朝
霧
・
夕
霧
・
夜
霧
﹂

﹃
平
安
時
代
文
学
語
彙
の
研
究
﹄
(風
間
書
房
)
昭
和
37
年
9
月

3

今
井
福
治
郎
﹁
夕
暮
の
系
譜
﹂
國
學
院
雑
誌
65

−

8
︑
9
・
昭
和

39
年
9
月

4

福
島
行
一
﹁
万
葉
集
の
夕
暮
の
歌
﹂
防
衛
大
学
校
紀
要
12
・
昭
和

41
年
3
月

5

諸
井
康
子
﹁
日
本
古
代
文
学
に
お
け
る
夕
日
の
心
象

︱
︱
夕
日

詠
の
成
立
を
め
ぐ
っ
て
︱
︱
﹂

6

遠
藤
好
英
﹁
記
録
体
に
お
け
る
﹁
夕
方
﹂
の
語
彙
の
体
系

︱
︱

後
二
条
師
通
記
の
場
合
︱
︱
﹂
国
語
と
国
文
学
55

−

5
・
昭
和
53

年
5
月

7

池
田
亀
鑑
﹁
夕
﹂﹃
平
安
時
代
の
文
学
と
生
活
﹄
(至
文
堂
)
昭
和

53
年
6
月

8

中
山
緑
朗
﹁
記
録
体
の
語
彙

︱
︱
『小
右
記
﹄
朝
︑
夕
方
︑
夜
の

語
彙
︱
︱
﹂
学
苑
493
・
昭
和
56
年
1
月

9

河
添
房
江
﹁
源
氏
物
語
に
お
け
る
夕
べ
︱
︱
そ
の
表
現
史
的
累
層

︱
︱
﹂
む
ら
さ
き
19
・
昭
和
57
年
7
月

10

三
方
達
一
﹁
古
典
和
歌
に
お
け
る
﹁
秋
の
夕
暮
﹂﹁
夕
暮
﹂﹂
筑
紫

女
学
園
短
期
大
学
紀
要
18
・
昭
和
58
年
3
月

11

今
西
祐
一
郎
﹁﹁
ひ
ぐ
れ
﹂
攷
﹂
﹃
奥
村
三
雄
教
授
退
官
記
念
国
語

学
論
叢
﹄
(
桜
楓
社
)
平
成
元
年
6
月

12

松
村
佳
奈
子
﹁
八
代
集
に
お
け
る
﹁
夕
暮
﹂
の
歌
に
つ
い
て
﹂
学

習
院
大
学
国
語
国
文
学
会
誌
40
・
平
成
9
年
3
月

13

佐
藤
武
義
﹁
上
代
語
﹁
日
暮
﹂
﹁
夕
暮
﹂
考
﹂
桜
文
論
叢
51
・
平
成

12
年
8
月

14

伊
井
春
樹
﹁
源
氏
物
語
の
表
現

︱
︱
空
の
描
写
と
夕
暮
れ
の
季

節
︱
︱
﹂
本
文
研
究
3
・
平
成
12
年
8
月

15

日
野
資
純
﹁
﹁
ア
サ
ユ
フ

(朝
夕
)﹂
か
︑
﹁
ア
シ
タ
ユ
フ
ベ

(朝

夕
)﹂
か

︱
︱
今
昔
物
語
集
の
異
訓
︱
︱
﹂
日
本
語
の
研
究
227
・

平
成
18
年
10
月

16

井
手
至
﹁﹁
ゆ
う
へ
の
逢
ひ
︑
今
日
の
あ
し
た
﹂
︱
︱
時
間
帯
を

表
わ
す
上
代
語
﹁
ゆ
う
へ
︑
よ
ひ
﹂
を
め
ぐ
っ
て
︱
︱
﹂
万
葉
集

研
究
28
・
平
成
18
年
11
月

17

小
林
賢
章
﹁
ユ
フ
グ
レ
考
﹂
同
志
社
女
子
大
学
学
術
研
究

年
報
58
・
平
成
19
年
12
月

22

︿
夕
月
夜
﹀

1

西
丸
光
子
﹁
三
日
月
と
夕
月
夜

︱
︱
平
安
時
代
の
文
学
素
材
と

時
間
表
現
に
関
す
る
語
彙
の
論
文
目
録

三
九



し
て
の
位
置
と
性
格
︱
︱
﹂
国
文
目
白
8
・
昭
和
44
年
3
月

2

佐
藤
美
和
子
﹁
夕
月
夜
潮
み
ち
く
ら
し
考
﹂
あ
け
ぼ
の
5

−

2
・

昭
和
47
年
4
月

3

館
入
靖
枝
﹁
夕
月
夜
の
隠
し
絵

︱
︱
七
夕
伝
説
と
末
摘
花
・
雲

居
雁
︱
︱
﹂
物
語
研
究
5
・
平
成
17
年
3
月

4

館
入
靖
枝
﹁
続
・
夕
月
夜
の
隠
し
絵

︱
︱
末
摘
花
か
ら
浮
舟
へ

(七
夕
伝
説
を
紐
帯
と
し
て
)
︱
︱
﹂﹃
源
氏
物
語
︿
読
み
﹀
の
交

響
﹄
(新
典
社
)
平
成
20
年
11
月

23

︿
夜
半
﹀

1

阪
倉
篤
義
﹁﹁
よ
る
の
寝
覚
﹂
と
﹁
よ
は
の
寝
覚
﹂﹂
国
語
国
文

33

−

10
・
昭
和
39
年
10
月

2

柏
木
由
夫
﹁﹁
よ
は
﹂
の
語
義
を
め
ぐ
っ
て
﹂
平
安
文
学
研
究
73
・

昭
和
60
年
6
月

3

柏
木
由
夫
﹁
歌
語
﹁
よ
は

(夜
半
)﹂
に
つ
い
て

︱
︱
後
拾
遺
集

を
中
心
に
し
て
︱
︱
﹂
和
歌
文
学
研
究
51
・
昭
和
60
年
10
月

4

小
林
賢
章
﹁
ア
カ
ツ
キ
と
ヨ
ハ
﹂
同
志
社
女
子
大
学
総
合
文
化
研

究
所
紀
要
16
・
平
成
11
年
3
月
↓
『ア
カ
ツ
キ
の
研
究

︱
︱
平
安

人
の
時
間
︱
︱
﹄
(和
泉
書
院
)
平
成
15
年
2
月

24

︿
よ
も
す
が
ら
・
夜
を
こ
め
て
﹀

1

阪
倉
篤
義
﹁
﹁
し
ら
み
﹂
と
﹁
す
が
ら
﹂
︱
︱
ひ
ね
も
す
・
ヨ
モ

ス
ガ
ラ
の
意
味
︱
︱
﹂
万
葉
41
・
昭
和
36
年
10
月

2

福
井
照
之
﹁
和
泉
式
部
日
記
﹁
窓
う
つ
雨
の
音
﹂
考
︱
︱
｢よ
も

す
が
ら
﹂
の
歌
の
作
歌
事
情
︱
︱
﹂
山
口
大
学
教
育
学
部
研
究
論

叢
人
文
科
学
社
会
科
学
17
・
昭
和
43
年
3
月

3

峰
岸
明
﹁﹁
よ
も
す
が
ら
﹂
用
字
考

︱
︱
平
安
時
代
記
録
資
料
を

対
象
と
し
て
︱
︱
﹂
国
語
と
国
文
学
49

−

6
・
昭
和
47
年
6
月

4

日
野
資
純
﹁
﹁
よ
ひ
と
よ
﹂
と
﹁
よ
も
す
が
ら
﹂

︱
︱
古
典
の
解

釈
に
お
け
る
方
言
の
応
用
︱
︱
﹂
静
大
国
文
28
・
昭
和
58
年
2
月

5

小
林
賢
章
﹁
ヨ
モ
ス
ガ
ラ
考
﹂
同
志
社
女
子
大
学
学
術
研
究
年
報

50
Ⅳ
・
平
成
11
年
12
月
↓
『
ア
カ
ツ
キ
の
研
究

︱
︱
平
安
人
の
時

間
︱
︱
﹄
(
和
泉
書
院
)
平
成
15
年
2
月

6

小
林
賢
章
﹁
﹃
源
氏
物
語
﹄
の
ヨ
モ
ス
ガ
ラ
﹂
同
志
社
女
子
大
学
学

術
研
究
年
報
57
・
平
成
18
年
12
月

7

吉
海
直
人
﹁
清
少
納
言
歌

(六
二
番
)
の
背
景

︱
︱
行
成
と
の

擬
似
恋
愛
ゲ
ー
ム
︱
︱
﹂
﹃
百
人
一
首
を
読
み
直
す
﹄
(新
典
社
選

書
)
平
成
23
年
5
月

時
間
表
現
に
関
す
る
語
彙
の
論
文
目
録

四
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8

小
林
賢
章
﹁﹁
夜
を
こ
め
て
﹂
考
﹂
同
志
社
女
子
大
学
学
術
研
究
年

報
62
・
平
成
23
年
12
月

9

吉
海
直
人
﹁
教
室
の
内
外

(3
)
︱
︱
『枕
草
子
﹄・﹃
和
泉
式
部

日
記
﹄・﹃
源
氏
物
語
﹄
二
題
・﹃
徒
然
草
﹄
︱
︱
﹂
所
収
﹁﹃
枕
草

子
﹄
頭
弁
の
︑
職
に
ま
ゐ
り
た
ま
ひ
て
﹂
章
段
に
つ
い
て
﹂
同
志

社
女
子
大
学
日
本
語
日
本
文
学
24
・
平
成
24
年
6
月

25

︿
夜
・
夜
深
し
・
夜
更
け
﹀

1

小
泉
立
身
﹁
ま
だ
夜
深
き
ほ
ど
の
﹂
国
文
学
8

−

6
・
昭
和
38
年

5
月

2

池
田
亀
鑑
﹁
夜
﹂﹃
平
安
時
代
の
文
学
と
生
活
﹄
(至
文
堂
)
昭
和

53
年
6
月

3

加
納
重
文
﹁
平
安
貴
族
の
夜

︱
︱
『源
氏
物
語
﹄
鑑
賞
に
よ
せ
て

︱
︱
﹂
解
釈
と
鑑
賞
45

−

5
・
昭
和
55
年
5
月

4

中
山
緑
朗
﹁
記
録
体
の
語
彙

︱
︱
『小
右
記
﹄
朝
・
夕
方
・
夜
の

語
彙
︱
︱
﹂
学
苑
493
・
昭
和
56
年
1
月

5

小
松
光
三
﹁﹁
夜
深
し
﹂
考
﹂
愛
文
19
・
昭
和
58
年
7
月

6

多
田
一
臣
﹁
古
代
人
と
夜
﹂
千
葉
大
学
語
文
論
叢
15
・
昭
和
62
年

7

近
藤
信
義
﹁
古
代
の
一
日
と
﹁
ぬ
ば
た
ま
の
夜
﹂
(前
編
)﹂
立
正

大
学
文
学
部
研
究
紀
要
4
・
昭
和
63
年
3
月

8

近
藤
信
義
﹁
古
代
の
一
日
と
﹁
ぬ
ば
た
ま
の
夜
﹂
(
後
編
)﹂
立
正

大
学
文
学
部
研
究
紀
要
5
・
平
成
元
年
3
月

9

厚
谷
和
雄
﹁
奈
良
・
平
安
時
代
に
於
け
る
漏
刻
と
昼
夜
四
十
八
刻

制
﹂
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
研
究
紀
要
4
・
平
成
6
年
3
月

10

小
林
賢
章
﹁
﹁
夜
昼
﹂
考
﹂﹃
日
本
語
の
研
究
﹄
(
明
治
書
院
)
平
成

7
年
11
月
↓
『ア
カ
ツ
キ
の
研
究

︱
︱
平
安
人
の
時
間
︱
︱
﹄

(和
泉
書
院
)
平
成
15
年
2
月

11

林
田
孝
和
﹁
源
氏
物
語
の
夜

︱
︱
恋
の
時
空
︱
︱
﹂
む
ら
さ
き

34
・
平
成
9
年
12
月
↓
『源
氏
物
語
の
創
意
﹄
(
お
う
ふ
う
)
平
成

23
年
4
月

12

井
出
至
﹁
万
葉
び
と
の
心
性
か
ら
見
た
昼
夜
の
け
じ
め

︱
︱
一

日
の
意
識
を
め
ぐ
っ
て
︱
︱
﹂
﹃
時
の
万
葉
集
﹄
(笠
間
書
院
)
平

成
13
年
3
月

13

吉
海
直
人
﹁﹃
源
氏
物
語
﹄﹁
夜
深
し
﹂
考

︱
︱
後
朝
の
時
間
帯

と
し
て
︱
︱
﹂
古
代
文
学
研
究
第
二
次
19
・
平
成
22
年
10
月
↓

『﹃
源
氏
物
語
﹄
﹁
後
朝
の
別
れ
﹂
を
読
む

︱
︱
音
と
香
り
に
み
ち

び
か
れ
て
︱
︱
﹄
(笠
間
選
書
)
平
成
28
年
12
月

14

小
林
賢
章
﹁
﹁
か
さ
さ
ぎ
の
⁝
﹂
の
歌
の
詠
歌
時
間

︱
︱
｢
夜
ぞ

時
間
表
現
に
関
す
る
語
彙
の
論
文
目
録

四
一



更
け
に
け
る
﹂
の
解
釈
︱
︱
﹂
同
志
社
女
子
大
学
日
本
語
日
本
文

学
26
・
平
成
26
年
6
月

15

吉
海
直
人
﹁﹁
小
夜
更
け
て
﹂
考
﹂
解
釈
61

−

9
︑
10
・
平
成
27
年

10
月
1
日

15

小
林
賢
章
﹁
妖
怪
の
活
躍
時
間
﹂
同
志
社
女
子
大
学
学
術
研
究
年

報
67
・
平
成
28
年
12
月

26

︿
三
更
・
五
更
﹀

1

藤
原
芳
男
﹁
織
女
の
袖
続
く
三
更
の
﹂
神
戸
女
子
大
学
紀
要
1
・

昭
和
45
年
3
月

2

近
藤
信
義
﹁
万
葉
集
の
時
間
表
記
と
そ
の
表
現

︱
︱
｢三
更
﹂
の

訓
か
ら
︱
︱
﹂
立
正
大
学
国
語
国
文
24
・
昭
和
63
年
3
月

3

川
島
二
郎
﹁﹁
三
更
刺
而
﹂
考
﹂
山
辺
道
36
・
平
成
4
年
3
月

4

小
林
賢
章
﹁
五
更
考

︱
︱
更
点
法
︱
︱
﹂
同
志
社
女
子
大
学
日

本
語
日
本
文
学
30
・
平
成
30
年
6
月

27

︿
日
付
変
更
時
点
﹀

1

橋
本
万
平
﹃
日
本
の
時
刻
制
度
﹄
(塙
選
書
)
昭
和
41
年
9
月

2

斉
藤
国
治
﹁
日
本
上
代
の
日
始
の
時
刻
に
つ
い
て
﹂
古
代
文
化

33

−

2
・
昭
和
56
年
2
月
↓
『
古
代
の
時
刻
制
度

︱
︱
古
天
文
学

に
よ
る
検
証
︱
︱
﹄
(雄
山
閣
出
版
)
平
成
7
年
4
月

3

小
林
賢
章
﹁
﹃
平
家
物
語
﹄
の
日
付
変
更
時
刻
﹂
軍
記
と
語
り
物

22
・
昭
和
61
年
3
月
↓
『
ア
カ
ツ
キ
の
研
究

︱
︱
平
安
人
の
時
間

︱
︱
﹄
(
和
泉
書
院
)
平
成
15
年
2
月

4

小
林
賢
章
﹁
万
葉
の
日
付
変
更
時
刻
﹂
語
文
66
・
平
成
8
年
7
月

↓
『
ア
カ
ツ
キ
の
研
究

︱
︱
平
安
人
の
時
間
︱
︱
﹄
(和
泉
書
院
)

平
成
15
年
2
月

5

小
林
賢
章
﹁
日
付
変
更
時
刻
と
今
夜
﹂﹃
国
語
語
彙
史
の
研
究
16
﹄

(和
泉
書
院
)
平
成
8
年
10
月

6

小
林
賢
章
﹁
日
付
変
更
時
点
と
ア
カ
ツ
キ
﹂
同
志
社
女
子
大
学
学

術
研
究
年
報
49
Ⅳ
・
平
成
10
年
12
月
↓
『ア
カ
ツ
キ
の
研
究

︱
︱

平
安
人
の
時
間
︱
︱
﹄
(和
泉
書
院
)
平
成
15
年
2
月

7

勝
俣
隆
﹁
一
日
の
境
目
午
前
三
時
に
出
現
す
る
鬼
と
幽
霊
﹂
い
ず

み
通
信
35
・
平
成
19
年
5
月

8

小
林
賢
章
﹁﹃
万
葉
集
﹄
の
日
付
変
更
時
点
と
言
う
こ
と
﹂
同
志
社

女
子
大
学
総
合
文
化
研
究
所
紀
要
27
・
平
成
22
年
3
月

時
間
表
現
に
関
す
る
語
彙
の
論
文
目
録

四
二



28

︿
暦
日
﹀

1

進
士
慶
幹
﹁
時
刻
﹂
解
釈
と
鑑
賞
20

−

4
・
昭
和
30
年
4
月

2

橋
本
万
平
﹁
古
文
に
現
れ
た
時
刻
法
に
つ
い
て
﹂
国
語
と
国
文
学

35

−

8
・
昭
和
33
年
8
月

3

丸
山
林
平
﹁
時
刻
法
の
変
遷
に
つ
い
て

︱
︱
古
典
理
解
の
た
め

に
︱
︱
﹂
国
文
学
4

−
14
・
昭
和
34
年
11
月

4

中
野
幸
一
﹁
紫
式
部
日
記
に
お
け
る
二
三
の
疑
問

︱
︱
史
実
と

暦
日
を
中
心
と
し
て
︱
︱
﹂
学
術
研
究
14
・
昭
和
40
年
12
月

5

田
中
元
﹃
古
代
人
の
時
間
意
識
﹄
(吉
川
弘
文
館
)
昭
和
50
年

6

平
野
仁
敬
﹁
古
代
日
本
人
の
時
間
意
識
﹂﹃
続
古
代
日
本
人
の
精
神

構
造
﹄
(未
来
社
)
昭
和
51
年
11
月

7

内
田
正
男
﹁
古
典
文
学
の
周
辺

(1
)
暦
日
に
ふ
れ
て
﹂
日
本
古

典
文
学
会
々
報
49
・
昭
和
52
年
4
月

8

池
田
亀
鑑
﹁
朝
﹂﹃
平
安
時
代
の
文
学
と
生
活
﹄
(至
文
堂
)
昭
和

53
年
6
月

9

広
瀬
秀
雄
﹃
暦
と
時
の
事
典
﹄
(雄
山
閣
)
昭
和
53
年
3
月
↓
新
装

版

(東
京
堂
出
版
)
平
成
5
年
9
月

10

永
藤
靖
﹁
記
紀
に
現
わ
れ
た
夜
と
昼
の
世
界
﹂﹃
古
代
日
本
文
学
と

時
間
意
識
﹄
(未
来
社
)
昭
和
54
年
3
月

11

神
尾
暢
子
﹁
暦
日
規
定
の
表
現
映
像

︱
︱
竹
取
物
語
を
資
料
と

し
て
︱
︱
﹂﹃
初
期
物
語
文
学
の
意
識
論
集
中
古
文
学
﹄
(笠
間
書

院
)
昭
和
54
年
5
月

12

中
村
昭
﹁
左
注
万
葉
の
成
立

︱
︱
暦
日
か
ら
み
た
万
葉
集
の
原

産
そ
の
一
︱
︱
﹂
万
葉
研
究
4
・
昭
和
54
年
12
月

13

神
尾
暢
子
﹁
伊
勢
物
語
と
暦
日
表
現

︱
︱
暦
日
規
定
の
表
現
映

像
︱
︱
﹂
学
大
国
文
23
・
昭
和
55
年
1
月

14

神
尾
暢
子
﹁
勢
語
表
現
と
暦
日
規
定

︱
︱
期
間
規
定
と
時
点
規

定
︱
︱
﹂
学
大
国
文
24
・
昭
和
56
年
2
月

15

神
尾
暢
子
﹁
暦
日
規
定
の
映
像
定
着

︱
︱
竹
取
物
語
と
伊
勢
物

語
︱
︱
﹂
﹃
王
朝
国
語
の
表
現
映
像
﹄
(
新
典
社
)
昭
和
57
年
4
月

16

安
藤
亨
子
﹁
枕
草
子
の
明
暗

︱
︱
二
︑
六
︑
十
月
の
暦
日
表
現

を
め
ぐ
っ
て
︱
︱
﹂
和
洋
国
文
学
19
・
昭
和
59
年
3
月

17

内
田
正
男
﹃
暦
と
時
の
事
典
﹄
(
雄
山
閣
)
昭
和
61
年
5
月

18

室
井
努
﹁
平
安
朝
の
和
語
﹁
暦
日
﹂
に
つ
い
て
﹂
文
芸
研
究
133
・

平
成
5
年
5
月

19

武
井
睦
雄
﹁﹃
土
佐
日
記
﹄
に
お
け
る
暦
日
表
記
例
は
ど
の
よ
う
な

︽
よ
み
︾
を
期
待
さ
れ
て
い
る
か
﹂
聖
徳
大
学
研
究
紀
要
30
・
平
成

時
間
表
現
に
関
す
る
語
彙
の
論
文
目
録
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9
年
12
月

20

室
井
努
﹁
江
戸
期
に
お
け
る
古
代
の
暦
日
表
現
観

(上
)
︱
︱
土

左
日
記
の
日
付
の
読
み
方
を
め
ぐ
っ
て
︱
︱
﹂
弘
学
大
語
文
25
・

平
成
12
年
3
月

21

上
村
希
﹁﹃
伊
勢
物
語
懐
中
抄
﹄
題
一
一
七
段
に
お
け
る
暦
日
表

現
﹂
國
學
院
大
學
近
世
文
学
会
会
報
7
・
平
成
13
年
3
月

22

吉
住
弘
恵
﹁
日
記
文
学
に
お
け
る
暦
日
表
現
に
つ
い
て
の
一
考
察

︱
︱
｢方
違
え
﹂
で
読
む
﹃
蜻
蛉
日
記
』
︱
︱
﹂
日
本
文
学
研
究

37
・
平
成
14
年
3
月

23

室
井
努
﹁
土
左
日
記
の
暦
日
﹁
は
つ
か
あ
ま
り
ひ
と
ひ
の
ひ
﹂
に

つ
い
て
の
考
察
﹂
金
沢
大
学
国
語
国
文
35
・
平
成
22
年
3
月

24

湯
浅
吉
美
﹁
前
近
代
日
本
人
の
時
間
意
識
﹂
埼
玉
学
園
大
学
人
間

学
部
篇
15
・
平
成
27
年
12
月

25

深
沢
瞳
﹁﹃
蜻
蛉
日
記
﹄
下
巻
に
お
け
る
藤
原
遠
忠
の
求
婚
と
暦
日

意
識

︱
︱
藤
原
実
資
女
・
千
古
の
場
合
を
例
と
し
て
︱
︱
﹂
武

蔵
野
大
学
日
本
文
学
研
究
所
紀
要
5
・
平
成
29
年
9
月

*
本
目
録
は
︑
小
林
賢
章
先
生
か
ら
刺
激
と
ヒ
ン
ト
を
頂
い
て
試
み
に

編
ん
だ
も
の
で
あ
る
︒
今
後
︑
こ
う
い
っ
た
方
面
へ
の
関
心
・
研
究

が
一
層
高
ま
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
︒

時
間
表
現
に
関
す
る
語
彙
の
論
文
目
録

四
四
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